
令和５年１１月 せとまちトーク 

（市民と議会の意見交換会） 

 

にじの丘（本山）中学校区  会場 深川公民館      
①テーマ 

魅力ある観光都市にするためには 

 

②テーマに対してあなたが考える課題・問題点 
●瀬戸市はもっと観光に力を… 
 ＪＲ大曽根駅通路 大型ポスター 
 テーマ「工芸×観光 歩く 出逢う 
 ものづくりの町 有松へ」を見て 
 ※瀬戸に置き換えしたら 
●せともの祭のように伝統あるイベントを 
 陶器の衰退 どうやって持続していくか 
●死んでいる観光資源 
●通学路にある古民家（空き家）、空き地の活
用について 

●基本的に観光地とするなら街をきれいにする 
●瀬戸川活用！ 
 桜の日本一を目指して植樹すべし 

●歩いて巡れる観光スポットの整備 
 建物探訪、古民家のギャラリー開放 
●地方創生 国と地方行政 
●招き猫まつりの内容拡充策検討の余地あり 
●フラダン大会 全国大会に発展計画作るべし 
●伝統工芸＋まちの振興＋ジブリパークとの関
係 今後の方向付けは？ 
・将来市としての振興にかかる観光部門は？ 
・瀬戸としての観光施設（観光としての定
義） 

・瀬戸のやきもの（伝統工芸）を観光として
今後どう活かすか 

・岩屋堂、定光寺（国定公園としての）など
の従来の観光地は？ 

 

③課題・問題点を解決するにはどうしたらよいか（手法） 

行政            地域      その他 
●観光ＰＲ 
 国内外に発信にＳＮＳフル活用 観光
推進専門部門設置が必要 

●空き家、空き地の持ち主との関係 
 歴史や趣のある建物が次々に解体され
てしまう 

 何らかの形で残す橋渡しを行政に行っ
てもらいたい 

●ふるさと納税の活用 
●周遊バスに観光客も市民も乗せる 
 観光客が便利なものは地域住民にも有用
なものが多い 

●市民活動団体の活用を図り助成金を出す 
 例：瀬戸市のシンボル瀬戸川の清掃（せ
ともの祭の前でなく） 

●古民家（江戸～昭和）の数々を点で繋い
で散策コースにする 

 それぞれの建物の案内を出す 
 見学（お茶出し）、ギャラリー撮影会な
どで訪れる人が賽銭を入れる箱などを
設置 

●新たな地域資源の発掘 
 
●観光収入の為にも月１
回会議必要 

 
●連区の活用 
 清掃日は四季を通じて
決めてやる 

●海上見物山で武田信
玄にまつわる故事来
歴を調査・発掘し、
瀬戸市の観光資源と
して広くアナウンス
する （ボランティ
ア活動） 

 
●瀬戸市民活動団体の
「瀬戸椿の会」とし
ては、観光業者と組
んで（椿の里）を他
の観光地とのルート
に入れてほしい 

④まとめ 

瀬戸としての観光の定義を示す 

・伝統工芸とまちの振興 

・岩屋堂や定光寺など従来からの観光地 


